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平成１９年度第５回理事会議事録 

 

 

日  時  平成１９年１１月７日（水） １４：００～ 

 

場  所  日本体育協会 理事・監事室 

 

出 席 者  <理事> 

森会長、長沼副会長、佐治副会長、岡崎専務理事、泉常務理事、 

監物常務理事、森常務理事、有賀、臼井、尾崎、小関、落田、 

久保田、坂本、篠宮、鈴木、竹田、田中、中内、樋口、古川、松田、

渡邊の各理事 

<委任> 

斉藤、福島、不老、御手洗の各理事（議長に委任） 

<監事> 

市川監事 

 

理事総数２７名、うち出席２３名、委任４名、計２７名で寄附行為第３２条に基

づき理事会成立。 

会議に先立ち、去る９月２９日に逝去された 故鬼塚喜八郎氏（日本バスケット

ボール協会会長、本会オフィシャルパートナー・株式会社アシックス会長）、１０

月１３日に逝去された 故小林徳太郎氏（本会元常務理事、日本水泳連盟元副会長）、

１０月１８日に逝去された 故木原光知子氏（本会日本スポーツマスターズ委員会

委員、同シンボルメンバー）のご冥福を祈り、全員黙祷にて弔意を表した。 

 

議  案 

第１号  学識経験評議員の委嘱について            （森会長） 

学識経験評議員のうち、（独）日本スポーツ振興センター理事長の雨宮

忠氏が、同センターの役員人事により、小野清子氏に交代したことに伴い、

新しく同センター理事長に就任した小野清子氏を学識経験評議員として委

嘱することについて諮り、これを承認。なお、任期については、前任者の

残任期間となる平成２１年３月３１日までとなることを報告。 

 

報告事項 

 １．会務関係  
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（１）平成２０年度公営競技団体への補助金要望について  （岡崎専務理事） 

本年７月開催の第３回理事会で会長に一任されている平成２０年度

公営競技団体への補助金の要望については、日本自転車振興会に対する

補助金要望額を平成１９年度に対して、３百４２万７千円、１.５３％増の

２億２千６百９５万６千円としたことを報告。 

 

（２）第６２回国民体育大会（秋田県）における国民スポーツ推進キャンペーン 

ＰＲ活動について                 （岡崎専務理事） 

従来同様、開・閉会式会場をはじめとする各競技会場に、標語看板及び

オフィシャルパートナー各社の連名看板を掲出した。また、秋田駅前に設

置した「国体プラザ」、「開・閉会式会場」、「イオン秋田ショッピング

センター」の各会場において、本会事業紹介、オフィシャルパートナーの

展示・販売などを行うとともに、キャンペーン標語やスポンサーロゴの入

った応援用小旗を４万本作成し、開会式会場及び各競技会場で配付するな

ど、本会キャンペーン及び諸事業のＰＲを行ったことを報告。 

 

（３）本会創立１００周年記念事業への取り組みについて  （岡崎専務理事） 

本会は、１９１１年（明治４４年）７月１０日に創立され、２０１１年

（平成２３年）７月１０日をもって創立１００周年を迎えることから、こ

の機会に、これまで、本会を支援・協力していただいた多くの関係者と共

に１００周年を祝い、併せて、新たな１００年に向けて、我が国の国民ス

ポーツ振興、とりわけ「生涯スポーツ社会」の実現に取り組む本会の強い

姿勢と使命を広くアピールするため、記念事業の実施に向けて取り組んで

いくことについて報告。 

１００周年記念事業への取り組みとして、まず、準備委員会の立ち上げ

について了承されるとともに、その人選については、森会長に一任された。 

 

（４）平成１９年秋の勲章・褒章受章者について       （尾崎部会長） 

去る１１月３日に勲章及び褒章の受章者が発表され、本会推薦の勲章受

章者として、全日本スキー連盟元専務理事の丸山庄司氏、日本バドミント

ン協会元副理事長の淺岡 武氏及び日本クレー射撃協会元会長の井口 哲次

郎氏がそれぞれ旭日双光章を、また、褒章受章者として、日本ホッケー協

会会長の吉田大士氏及び全日本アーチェリー連盟元副会長の高橋克宏氏が

それぞれ藍綬褒章を受章されたことを報告。 

また、森会長より、樋口理事が永年にわたりプロゴルフ界にあって、優
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れた成績をあげられるとともに、後進の育成に寄与された功績により、こ

の度、紫綬褒章を受章されたことを報告。 

 

 ２．国民体育大会関係                    （泉委員長） 

（１）第６２回国民体育大会（秋田県）の終了について 

第６２回国民体育大会は、９月２９日（土）から１０月９日（火）まで

の１１日間、開会式に天皇皇后両陛下のご臨席を賜り、秋田市他計１３市

５町１村で、正式競技３７競技と公開競技２競技に、４７都道府県から選

手・監督２４,６３５名、本部役員１,０７６名の計２５,７１１名が参加し

て行われた。 

特に、中学３年生の参加については、従来の９競技に加え、ソフトテニ

ス、フェンシングの２競技が拡充され、計１１競技に４３１名が参加した。 

各競技会は、新聞等で既に報道されている馬インフルエンザの影響によ

り、馬術競技会５日間のうち、４日目と最終日の競技が中止となったもの

の、会場地を始めとする関係者の方々のご尽力により、特に大きな事故も

なく、無事終了した。総合成績は、秋田県が男女総合成績及び女子総合成

績で念願の初優勝を果たし、天皇杯・皇后杯の両杯を獲得した。 

国民体育大会への県民参加をねらいとして実施した「デモンストレーシ

ョンとしてのスポーツ行事」には、２１行事に６,５５７名が参加。 

また、（財）日本アンチ・ドーピング機構（JADA）が実施したドーピン

グ検査は、競技会検査で１４競技１００検体、競技会外検査で１２競技 

５０検体、合計延べ２６競技１５０検体で実施。１名分が検査機関に到着

した際に尿量が不足しており分析が行われなかったが、分析された１４９

検体は全て陰性であった。なお、分析不能であった選手について制裁等が

科されることがないことを JADA に確認していることを報告。 

その後、秋田県体育協会副会長である鈴木理事から謝辞が述べられた。 

 

（２）第６２回国民体育大会(秋田県)ドクターズ・ミーティングの終了について 

今回で１４回目となるドクターズ・ミーティングは、開会式前日の９月

２８日（金）に秋田市内のホテルにおいて、各県の帯同ドクター代表等 

１４９名が参加し開催された。 

本年国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の「スポーツにおけるドー

ピングの防止に関する国際規約」が発効し、JADA を中心とした我が国にお

けるドーピング防止体制が充実してきている。このことを受けて、本ミー

ティングでは、JADA からの特別プログラムを設定し、８月に大阪で開催さ
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れた世界陸上で、１,０００検体の規模で行われたドーピング検査の実施概

要等について、詳細な報告がなされたことを報告。 

 

３．国際交流事業関係                   （松田委員長） 

（１）第１１回日韓スポーツ交流事業 成人交歓交流（受入）の終了について 

本年度で１１回目となる日韓スポーツ交流事業の成人交流は、去る９

月２１日（金）から２６日（水）までの６日間、青森県において韓国選手

団の成人１７５名を受け入れて実施した。従来７日間の交流期間で実施し

ているが、今回は韓国側の航空機手配の都合により６日間となった。 

本交流事業では、青森県で同時期に開催された第２０回全国スポーツ・

レクリエーション祭への参加を中心とし、韓国選手は１０競技に参加。韓

国選手団の成績については資料のとおりであるが、受入地の青森県関係者

及び対戦した参加者との親善交流等に成果をあげ、大変有意義な交流事業

となったことを報告。 

 

（２）日中スポーツ交流事業 国民体力テスト研究員交流事業（受入）の終了 

について 

本会と中華全国体育総会は、平成１７年度より共同して、日中両国民の

体力比較に関する調査研究を実施しているが、その研究報告書取りまとめ

の最終協議等のために、去る１０月２０日（土）から２６日（金）までの

７日間、中華全国体育総会の代表団７名の受入を行ったことを報告。 

 

 ４．日本スポーツマスターズ関係              （坂本委員長） 

・ 日本スポーツマスターズ２００７びわこ大会の終了について 

本年で７回目となる「日本スポーツマスターズ２００７びわこ大会」は、

去る９月１４日（金）から１８日（火）までの５日間、滋賀県下１３市・

２９会場にて開催され、１３競技に全国から７,３０８名という本大会史上

最多の選手・監督が参加し、熱戦を繰り広げた。 

開会式は、高円宮妃殿下にご臨席いただき、従来同様、参加者の親睦・

交流を目的とした前夜祭的な形式で行われ、選手、監督関係者約１,２００

名が参加するとともに、日本スポーツマスターズの広報・ＰＲにご協力い

ただいているシンボルメンバーも参加し、華やかな雰囲気で行われたこと

を報告。 

 

５．生涯スポーツ推進事業関係                （森委員長） 
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（１）平成１９年度「体育の日」中央記念行事の終了について 

平成１９年度「体育の日」中央記念行事／子どもの体力向上キャンペー

ン事業 元気アップ子どもスポーツフェスティバルを、去る１０月８日

（月・祝）に本会及び文部科学省、日本スポーツ振興センター、日本レク

リエーション協会の４団体の共催により実施した。 

オープニングでは、子ども体力向上キャンペーンの一環として、全国の

小学生から募集したポスター及び標語の優秀作品の表彰式を行い、計６名

が表彰された。 

当日は、あいにく小雨が降り続く一日であったが、小学生及び親子を対

象としたスポーツ教室を始め、国立スポーツ科学センターの諸施設を活用

した各種行事に計１,３７１名が参加、イベント開催の目的の一つである

「体を動かすことの楽しさや大切さを多くの子ども達に知ってもらいた

い」という意図を参加者に伝える良い機会となったことを報告。 

 

（２）第２０回全国スポーツ・レクリエーション祭の終了について 

「熱くなれ みんな輪になれ りんごの国で」をスローガンに、去る１０

月２２日（土）から２５日（火）までの４日間、青森県下１０市６町にお

いて、都道府県参加種目１８種目に７,４３９名、フリー参加種目８種目に

２,４３３名が参加。会期中は天候にも恵まれ、各会場では熱戦が繰り広げ

られるとともに、参加選手は競技だけでなく、地元の方々との交流を深め

るなど、盛会裏に終了したことを報告。 

 

 

 以上の諸報告をいずれも了承後、次回理事会は、平成２０年１月９日（水）

１５時から開催し、会議終了後１６時から記者クラブとの懇親会を行なうこと

を確認し、１４時４０分閉会。 

 

 

 


